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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、カゼインキナーゼI遺伝子ファミリーのメンバーをコードします。このファミリーは、カゼインなどの酸性タンパク質をリン酸化するセリン／スレオニンキナーゼで構成されています。コードされているキナーゼは、クラスピンをリン酸化することにより、複製フォークの停止に反応して細胞周期チェックポイントを停止させる役割を果たします。この遺伝子の変異は、非症候性早発性てんかん（NSEOE）と関連している可能性があります。[RefSeq提供、2016年7月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,機能：カゼインキナーゼは、カゼインなどの酸性タンパク質を基質として優先的に利用することで機能的に定義されます。多数のタンパク質をリン酸化できます。Wntシグナル伝達に関与します。,PTM：自己リン酸化されます。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。 CK1 Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。カゼインキナーゼIサブファミリー。,類似性:1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,サブユニット:モノマー。,
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	COS7細胞ライセートのCKI-gamma1抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	カゼインキナーゼIγ1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

